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第3号発刊によせて

顧問． 平田浩

毎日の忙しい学習のあ．いせに，試験管を熱したり，顕微鏡をのぞへたれ或る者は水草から

出て来る抱灘えながら，一つ一つデークーを集めていく。次にそれを検討し若し思わしく夜

い結果がでたら．実験法を改良し．或は薬品を変えて再び第1．歩からやりなおす，このようを

ことを何回と査く繰返し，より正確な資料を得ようと努力する。即ち自然現象を解明するため

にあらゆる方法と，仮訝を設定し，それに基づいて実験を行いその仮説の正当性を実証してい

く，この過程は自然科学を東に理解するためには是非とも必要夜ことであるが，この実証の滞

程が磐しく，このトリコ（′l二をってしまった連中がクラブ員だとも云えよう。放課後．飽きるこ

ともなく毎日同じようなことをしては，その結果に一喜一憂している。そのクラブ活動の中に

彼等が求めているものは，無限の深さと広さをもつ自然界への探究心だろう。このような探究

心をもち縛ること旺若者の宥棒であり，それを満たそうと．可能引限り努力する情熱もこれ又

若者ならではのもので島名貴いものと思う。その意虹で奴等はアラブ活動をすることによれ

こ拉上甘い充足感を味わっていることであろう。

離黒牛享の中でも生物学の分野には科学的に招現されてか′1ことが多いので，素人の高校生

でも少し研究したら，それに関してはェキスノて一一トに矛れると思う。例えば，ヘビやカエルの

皮下，体障内に寄接している円形動物，扁形動物，叉はクスノキの葬の葉脈に寄生しているダ

ニ等，身近かなところに解明されて夜い材料がいくらでもある。そしてこれらを研究するの

に．萬皮を知識が要るわけではなく，斬微錠と根気1さえあったらできることである。近年，生

物学にも化学，物理学が導入され輝やかしい美辞があがっていて，生化学，生物物理学的な仕

事をし布ければ研究でないような風潮があり・高校の生物についても現代化が割けばれている

が，顆徴鷺をのぞき，胴乱を享けて野山を歩くことも生物同好者としては忘れていけ夜レ、こと

と思うしつ

第3号の内容についてみる．と．佐多町野抗の生物租については当クラブの研究テーマとして．

今後数年問，その地区の藤熱静性を生物学的に究明したいと考えている。その皮切りの意味で

今年は滞差砂地の植物，潮間帯の只相について調査し，植物については30啄得度の董熟帯性

～熟苫性梧物を認めた。只相については資料不足もあるが，屋久島との比核では大差を認めをか

かった。今徴，本土の．各地を調査すれば正しい結論を出せるとノ誓、う。個人研究で法光合成をは

じめ多彩な研究があるが，妾かには資料と，それにより導かれる結論との閂に大き致飛躍があ

って科学性に欠けるところもあるが，生徒等はこれでも精一杯やったことであるから整い気

拝で読んでいただければ幸いである。
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佐多岬生物調査旅行

3年洒匂潔

お金の最中にキャンプに行くなどということは，まことに縁起の悪いものだと言われるnしか

し休みらしい休みがこの時しかないとあっては，仏様も何もあったものではないJ星物部の連中

は背そういう考えで，お盆甘返上して大泊ノ＼02澹5日のキャンプを実行した。

垂水港に虎児畠始発のフプーリーーボートが着くとすぐ．大根占までのノくスが連結していた。 台凰

7号で－騒ぎしていただけに，これから5日の旅行が危ぶまれたが． 幸い榊こはフェリー寸、‘一一ト

の上で出会ったさOで． 風もそう壷くべなかった。 アズフナ1ルト遣拓のため垂水からずっと快適

な気分で大根占につくと．大高行きのべスが到着するまで各自痔左の昼食をとった。 大根占から

大帝まで（リノてこく仁ノ放鳥非常に変化に冨んでいる。まるで大福幸． 烏やジグザグに行ったり来たりし

ているようで．毎が強けたかと思うと山合いの道路にはいっているという真倉である。

佐多は虫熟帯と言われている地万であるけれども，名に負うとでもいうのか，台鋲しの訪れにも

急けずに．我々にそれらしき弟一印象を与えてくjtた。 ベースキャンプの大泊叫こ到着したのは

∠りす㌢で苓っに言う号ノきく椋幸作勇む忠を弓らとると，チ轍か査のために水泳苫丈で大証局圭ここは

て，涙にうち句けら九ている良がらや毎意豆綾二し，5日分近く纏い碑菱，夕食山車滝に移（た。

三一フ長の・lごカずにナフグノ．と裏さ定。大きな窓でたいに恵山底本貢亮に焦げてい7こ。 一輝吾行t二いご・エ∠

年生の仕事。（印こは逃げせ上ってばかりで，食う事だけは積極的に手伝う部員もいた。 （例年と同

じであるr一∴「正にヰ完亮一が三々五々校庭に出て，ユーレイの詰や宇宙の詰左ど，よくあたり（つム

ードにあった講タして，べカ騒ぎをやっていた。 時も0，台勘の余技○嶺力空が急に戯けると．

天の川を初め，夏の星確が－血夜空を白く覧っに。 そして下館の月が，何とも言え亀璃直上4友の

情緒をかもし出していた。

翌朝皆が起きたの沈，やがて朝日も昇らんとする6時前であった。 歯確乎しなの足で梅岸へ出

て梅¢）．荒れ真倉をみていたn岳のノ仁君な予感は当っていた。 昨日より掠壷は荒れてい7このである。

そして朝食がすむ凰チャーターしていた漬沌お耳船主が、この波ではとてもびろう紬こは渡れな

いとの悲報を届けに来てくれた。

びろう島というのは本県には3っある。 1つけ志布志湾に浮かぶ最も有名な畠で，ノテツの自

生地としても知られている．、2っ目は枕崎市のすぐ南海上に浮んでいるもので． 5つ［〕かこの大

泊のびろう島である。綾の2つはいずれも大かたCつ杓跡こは裁っていないが． ′」、さいだけに我々

高校生の研究説査の対豪としては格好り烏／よ一つであるし、それだけに呂的地をしこ相可にしての残念さ

は極りなかった。

調酎地を変更した後，一柑ま8時近く学校を舐れた。 海岸沿いに南へ行くと佐多亀民宿舎に出

る。そこをさらに南へ産むと，大泊湾を一望のもとに見下すことのできる峠にたどり古く。 舞凰

しつような蹟しい山々に出まれ．太平洋の荒波をしっかと抱きかかえている大府湾しつ姿に，． 滅相の

－5－



たくましさを感じ得た。

やがて一一行は鹿大演習林をくぐり抜けて． その丘を下り． 今軌「應査む断念しなければならな

かったびろう畠が自前に控える砂浜に達した。 高さ50メートル周囲300メートル程の，足の

踏み場もないような小さな烏ではあったが． やはり隔靴輯痔の感をまぬがれることはできなかっ

た。その妙距をったって． 最もぴろ島に近い巌に出たム台乳もその頃には遠く去ったと見えて．

亜熱帯の焦げつくような太陽の下で． その日の渦査をくり砿げわはならなかった。

まず2メ・－トル蘭椙のロープの平万枠で． 岩裸の見えた小さな三角山を取り闘む。 そして各斑

5釦こ分れて．その枠内に生えているホノバワタンとか，⑲バレヤリン′くイとかトキワススキ

などの兢物の占めている血観を測る。 それから全面積に対する各組物の占める面積の勘合を故で

計録するのである。そういう手嶋で，すぐ近くの波に洗われてLJる岩に生息する貝の分布につい

ても調べた。しかし貝という奴は． 岩にはっているところを見ただけでは． －見取るのも簡単な

様に思える琉いざビンセリトでかき集めていくとなると． その数の多いことにはうんざりさせ

られる。

2時頃調査を終えて． 昼食は民家に集まっている道はたでとり，岬へは行きたい者だけが行く

一卯こなった．
、ロードバークのあちらこちらに植えてある，目の覚めるような食紅のハイビスカス

夫々と咲き乱れるキョウテクトク． うす紫の薫りを惑わせるプーグンピソヤの上品な花々が昨夜

とは全く変わ‘ノノた，清鳥的な南国の惜結をかもし出していた。そうしてできる事なら． そんな中

で．心ゆくまで自然との愉楽に砕いたいと怒った。 岬までの道拓はずっと群韓の海と，どこ‾土で

も軽く澄んだ空と，岬壬で足を矧ばしている大隅連山の縁に囲まれていた。

待望の31文． ∴之を縫え，トンネルをくぐり．ジャングルの中をくぐり抜け，大輪録の一一等燈台を

巨拍躯こ‘控えた．一線見晴らしのよい展望台に登り着いたむは4時少し前であった。 しばらくあた

りの畏敬に見とれているとにわかに空が最って来て、岬紘たちまちのうちに． 激しい雨に惑われ

た。やがて突風もそれに加わり始めると． 貞下の南国の粒がむしろ冷たく感‘じられた。 小半時も

すると雨も小梅刃となり・．展望台からの景観は，またさっきの南国ムードを漂わせ始めた。 そし

て，あのびろう蒜と呼との柚こ絶景を思わす虹がか・りると，子供といわず大人まで皆「あっ，あ

れ。」と喚起の声脊発した。そうして． その虹が岬の万へだんだん近づいて来る時． 数時間前び

ろう畠へ渡れなかった無念さが，次卿こ消えて行くのを覚えた。

5日目は朝から何もすることがなかった。 昼のバスの町域まではまだ大分時甑があった。 気ま

ぐれ台風もどこかに去って，虫熱帯らしさ日ざLに見舞われたのも． 旅行最後の哲． い出となった。

嘘の払出として長い偶眠っていたこの半歳が． つい10年はかり前になってやっと，仲光地と

して脚光を浴び出した。それは実際にこの他を訪れなければ性癖できないはずだと． 帰りのバス

ロ窓に展航される険しい山膚．探い谷を見ながらつくづく感じることができた。

†‘6・－



佐多町田尻浄岸の柿物相

3年　　南 徹

佐多町田尻の概況

佐多町は． 日本縫物也系では鰯烈霜縫物区に底してい㌔。 佐多岬灯台の過去10年旭の気象彿

紬盛によるとt岬周辺舶締高純水こ迂1，5勺〔mm以下，年平均気温1鼠5cc． 月平均気温200

C以上の月が年d軋平均気這匪融動は1月で10．80〔〕であり． 明らかに亜熱瀞こ属している。

12月から3月まで総平均1cm位の北由の季節風が儲く，4月～9月には7－8mの強風が吹

きよせている。又．大平樺伸こは北上する窯指摘‡流れており． 無霜知音なので虚器滞植物む土

産もかなり容易と考えられる。調査区の墟所；rま臆内へ攣曲し西柚ま氾蛙扶になっているので．

冬期の」ヒ拘り李帝風の影留憬少rl：いと思われる。

調査方法

植物相の調査によく使用される万檻わく法を酔ノ、た。 ム万濫わく設を場所は高潮諒より∠0血以

睦の砂地で．これより海岸症へは如しノブこけで証40生汁控めて亮弱であった、つ方形わく技鵠汰

（∠nX28m）で線軋証諸主て点け，この詔封Jくを庚に「＝養（目玉接2m×2可に分

割し，そこに生喜する触加こてついて樹牡に：接受ろノ説定しこ．一又．告上の旭功は溝晶精より5n

毎の突出した周囲50m，高さ5．5mくつ畠状の表面がかなり風化しだ岩に生吾している植物を諏

査した。ここをJ誼とした臼的拭，妙比と岩島七で柚封酎こ差異があるのではン’′、いノ・と考えだから

である。

破産と級長階級との幽孫は次のようにした。

100労～7’d郊‥・450カ～2恒ごl・‥25㌢；－～1秒． ‥・1

75ン‘乙～51・くご′′7‥・325弾～d肇…‥11鬱以下…‥十

全然なし‥‥・‥‥‥U
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（表　¶）　　　石　山　の　植　物　群　落
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．（‾・多）

∴　 ∴

・－3〔．82 71．5

U
口 1 中 巨 21．9 1 1∠1，5

王 ］三 i l i ・1 」 竺 ′l
一lbD

」
1 ‘1 1 て「 1 2，81 1〔用

／
1　 1

I
1

1 日 十 ′
Z8d 100 暖　帯　南　部

／
1　　ト

「
1

1°
5．78 85．8

！ ll

！　　　　　　　 ‥T－　　 ‾‾「　「　 ‾
オオシマノ汐ギク　　 4　　 1　 1

I
1

工 〔「丁 「
中 l Z8d 100 暖　帯　 南　部

ノ　 イ　 ★ ラ 日 日　 吊　 0
12

「 下 手
5．78 85．8

日．3ー　ノノ　 ノ＿ト’ ク
口 「 「 ㌃l

1
1

上
目

I
l
i l

I
I ［」

T
l ［； ころ7．

「 吊り ・－てス キ
日

i

l
l ！ 1
l

i
i ！
」

r〕
！。

l
2．9 1 71．5 i

ノ、マナク　マメ
†

2 ！ O　　 J 1
l

2 1 日 ‾二 言
5 7．2

シ′マナカうり／パ　 1i　5
1

l ー‘1m
‡ 「 「

l

i 十，。，‡
十 ‾ ・」 85．6 腫兄畠県藍．バ

以肩

5ノ　キ　ン　ノ　ブ　　 ○ 0 0 D 1　」 1 0．8 5 42．9

クナスギカズラ「

l

／
I 0 5 1　　 2 U

「 已85
5 Z2

ァ キ グ 車 「
0 U 口　　　4 C 0．5 8 14．5

ス　 ス　 キi o　 o

Lヱ レ′切 イト 0

0

0

U

J

U　　　4 l 0．5 2 26．d

巨 ‾「㌃ 汽
0．2 1 11．．う 憧子屋久～以南

サ　 ダ　 ノ　 ウ　　 0　　 0 0
1

3 8 i

i
巨 0．07 2 8．d

高　 畠 ㍑

キキ　ョ　ウ　ラ　ン ○ 0 2 1 l 2 0 0，0 6 5 72 I虫貢競・～宗瑞

l
ll
l

i I
i＿－

I
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結果及び検討

1． 海岸砂地の植物群落（表I）

圭。竃正区内に22席の植物を認め，その内． 亜斑霜～熱帯系の植物7経が含まれていた。 しかし．

これらの虚鉦岩系柿物の綻畳は低く． オイランアザミ． クマノギクがそれぞれ9乳8・うめで．

あとは数多にも満たない。しかし22権の内7楯の感熱描． 鳥霜植物が生育しているということ

は，やはりこの地域が単に気象的に旦熟霜ということでなく． 植物分布上も盛級別亘物区系とい
●
えると思う。優占種は披壁が最も高い4n9彩を示すホノバワタンである卒，これは本州南部以

南の海岸ではどこでも常戯こ見られる種で，次のノ、マゴク． ハマナタマメについても同様で，擾

占互の高い植物相については，本土の他の海岸と差は認められない。

2． 岩の植物群落（表甘）

地衣蛸¢）外に1小結の請等植柏を認めたが． 地衣類は主として楳岩に． 他の高等植物は岩石の

射ヒ上又は岩の軋れHに生育していた。 これら高等縫物の内9櫨は海岸砂地と共通であることか

ら惑してこれら9梓のものは土建にはあまり渕係はないのではなかろうかと思われる。

その他ここには木本植物として，クロマツ． マルペシャリン㌧ベイ．アキグミ，マルパニッケイ．

′〔ど塩比陽樹が生持しているために． 半陪蝕射離れ）ノキシノブ． クナスギカズラ． 等が見ら

れた。裸岩が多いこともあって，綾占栂は地衣湖であるが． 高専地物では． 大きなクロマツが，

太その下にはマルパレヤリン′くイが榎占控となっている。 七叫壬も海岸では普通に見られる

山で特別のものではない。，すなわち、ここの群落も海岸抄出と同根に旋占定の高い建物は，それ

程の特級は持っていないといえる。 しかし，慶占昔の低いもののなかには． 15繕中5栢もの亜

∴て上帯～高最系の棟物が認められた。

〔結論〕

佐多町田尻の海岸で調査区内に50積む唐物を認め，その内． 亜鮒昔一斑指系植物が10榎．

即ち55労強で． 植物柏としても亜茄霜植物区系といえる。 しかし． 優占従の高い植物は樫霜の

ものとあまり変らず．典型的な盛盈帯組物相とはまだいえないと思う。 いいかえると盛熱帯と曙

・章との中間型といえるのではないかと推察する。
今後この地域の森林や． 佐多海岸の沖にあるビ

ロー畠等をじゅうぶん調査して正確な結論に近づけたい。

なぶ．この調査には全クラブ員が参加し，南がこれを収録したものである・、参考文献として接．

原色「i植桝洩鑑（上，軋下），日本植物誌． 現地研階奇科（第1号）を使用jLに・ユ
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佐多町田尻海岸の潮間帯月掛こついて

2年山口其紀夫

○はじめに

佐多岬慨尻海岸で生物佃の誼恵を行う機会をもったので． 植物相の誼をと榔苺に副職拓の只佃

についても海女を行った。

組物柏の鮨査より． 当海岸の砂浜には虫熟霜系の植物が30酵鰭あることが判明した。 このこ

とから．ここが生物学的にも虫蛮音としての特徴をもっていることがうかがえ． 貝柏にも何か特

故をつかめたらと考え謡正した。

なお当読査区は砂岩，頁岩地霜で砂地はなかったので岩肌の貝だけ採集した。

○鉦査号法及びその結果

満舶宗より5m沖のところを． 干潮時の水がないときに由査した。 万法は． dX2inの方楷棒

を設けて．そこに生息する貝全部を調査した。 表Iに貼げるのがその結果である。 表Ⅲ． 計は屋

久島で私お盆結果であるが． 比較してもらいたい。

只　（田　尻）

・・・・　　　　　　 名 倍 速 放
‘▼‾’　「

如 頭 の

I 3－1ヱ 2 ご．】

8 鼠4ア ＿　ラ　 ン　 タ　 て　 キ　 ビ

イ　 レ ダ タ　 ミ　ア マ　 が イ 2 2 4 占．4

イ　 ポ　 タ　 マ　 キ　 ビ 1 2 8

l

5 ．占

イ　　 シ′　　 ダ　　 タ　　 ミ 2 3 ロ．る

イ　　　 ノ　　　 ここ　　　 ナ
「 － 2

計 ・　　 J　　　 r若‘イ
巨 5 7 5 r

誼蟹座：dm〉こ2ニ1　298‘埠㍉

（泰　甘）
満油恕以錘の只　（崖久畠）

i　 榎　　　　　 名　 l
・．塊詞

r 個体致

ア　 ラ　 レ　 ク　 マ　 キ　 ビ 1、〇8 9 5 6．4

ア　　　 マ　　　 ガ　　　 イ 占う9 2 2．2

ィ．、ポ　 タ　 ÷　 キ　 ビ d d d 2 2．1

．タ ．マ　 キ　 ビ　 ガ　 イ 2 5 5 8．4

イ・レ ダ タ　ミ　ア マ　ガイ 2 5 る 7 8

rホノス汐 クズラクマキビ 7 ‘1 2．4

尋‘ん ヮ ズ ラ タ マ キ ビ 4

キ　 バ　 ア　 マ　 ガ　 イ 4

コ　ウ タ　 カ　ア　 オ　 ガ　イ る

ク　 ロ　 ツ　 ゲ　 ガ　 イ 1

計　　 1 0　　　 痩 5，0 0 8

這∴庖鋲：1mX7ユ1429埠皿2

－11」日豪久島高校生物部調査）



の　　只　　　　（屋久左の

付与　　　　　　　名 憤体放 ．

一一一二・

リ　　ガ　　イ

マ　シ′i　　日用

J

　

　

　

・

－

マ　　ダ

レノ　　　ガ

シ′　ロイ　ポレインダマン

ノ　　ク　　ラ　　ガ　　イ

1．

－
「

‾‾　r・　　－

41　’2．5

「ニ‾T‾‾

ミ　ド　リ　ア　ガ　リ

ア　　ラ　　レ　　イ　　モ

ノヽ　　ナ　　ノヽ　　イ　　ここ

‖　シ・ダ　タ　ミ

ク　ジ‘　ヤ　ク　ガ　イ

ス　スイ　ロ　ス　ノ　ケ　しノ

こ／　ワ　ナ

リュウキュウ

IIカ　　ワ

げ＿⊥⊥二

1「．．．

－
1

ノ　 ゲ　 ラ 1 °・ll°

ンマ ス オ ガイ 1 一．．．

′－　　 ド　　 リ 1
上 ‾ －

i タ　 カ　 ラ 4
＿＿＿ ～．I

l
′　 フ　 ・トド 1

’ フノ　 ブ　 こて　 ノ　 当 ∵ 1 当　 … つ ハ ニノ‾ ビ ン タ カ つ　 1 「 … ！

！　 1ガ　　 イ i l J‡⊥ 二 二 」 主′′ レ・ 才子　 ミ／ フ　 ゲ

I

′r‾ ‘‾丁 ‾ 「 ＝ 「 ‾ 「

l

ク　 ロ フ ト　 マ　 ヤ　 が ニイ ＿

「 丁 半 「

ニ　　 ン　　 キ　　 ク　　 ズ I

シ‘ r J ア　 オ　 ジ　 ガ　 イ
一　 斗 … 障 ク　 フ　 イ　 モ

1
】

ヒ　 メ　 イ　 ナ　 ミ　 ガ　 イ 8 イ　 ポ　 シ′　 マ　 イ　 ・モ 1

コ　 シ　 マ　 ヤ　 タ　 テ “7／ ベ　　 ニ　　 エ　　 ガ　　 イ 1 4　e　°　°

ン　 ロ　 イ　 乙／　 コ　 ウ d ＝　°l

l

オ　 オ　 ツ　 タ　 ノ　 ノ、
l

1
」 ・

レ イ　 シ グ マ シ そ ド キ 5
［
i
】

ヒ　　 ラ　　 ア　　 ナ　　 ゴ 4l ．ヽt　h

ジ’ユ 。ズ∵カ　 ケ サ ヤ　 ノげ 夕 5 ミ　ダ し／ シ　 マ　 ヤ　 タ　 テ

1

t　　　　　 ．．°．

コ　　 ノノ　　 モ　 ‘ガ　　 イ 5
l
．不　 明　 扁　　　　 A 1

－‾

カ　 ネ　 ツ　 ケ　 ゲ　 ル 5 己 イ
．ヽe　▼

「 了　 マ　 ダ　 ラ　 イ　 モ 5 t　ヽ　t　t 上汁　　　 4 2　　　 位
ろ・8 8 2 1

が査区：10m〉こ10ml尋につき58個（屋久島高校生物部調査）

ここでいう幼鳥とは． 各症の全個体数に対する比率のことである。 また17があたりり個体敦

を個体密皮という。
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結果は表Iで示されるように． 斧足現は全く見られなかった。 というのは岩肌ばかりで砂地が

ないことに原因すると思う。腹足類は見られたが． 小形のものばかりであった。 又，榎触叛も5

ノ如月と少ないが個体数は1mZにつき298個と． かなりいることがわかった。

次に盤去措拉抽屋久島の貝柏に比較すると． 当地区で見られる貝相は． 崖久りrL里満潮晶似座

の波しぶきが当るような場所に幅当することが利生両者ともアラレタマキビが夜古紙で． イポ

クマキビが上位を占めている。絹としては基本的差は認められず． 個体密皮は1謡について当地

区が298と屋久晶より幾分低いのが目につく。

○結論

由也錆ではアブレクマキビ，1レダブ，ミアマガイ，イポクマキビガイが大部分を占め． 屋久培

では講説持。似顔に生息するものが，ここでは油擁轟こいた。

○整r，［二

佐多地区〇八無を論ずるには，本土D化の軋慮遁豆封車片ないので． 今動ま調査範卸を広げて．

正推な検討をしたい。こなた，この謳査，採賃は生物部全員で8月14日に行なったものである。

最かこ衰表抑堀久島高校生物部の調査になるものであることをつけくわえておく。



か　お　り　を　求　め　て

3年　山　下　　　勝

三年の初めの項に香水の製造に興味を持ち始めていなが． なかなか機会に恵まれなぐて． やっ

と秋になって笑顔を行うことができに。 まず． においの花として誰でもが思い付く甲がパラの花

だ。古来パラは亀におい共に名花であり，イギリスの国花としても親しまれてきた。 つまりそ

れだけパラの香水も多い＿次にクチナシの花だ。 六月頃頼ってくるにおいは良いものである。

この2つの花を材料として研究するのが巌も良いと思っていたが． それができなかったのは悔や

むところであろ。そこで秋になってキンモクセイの花で笑談した。

まず． においを抽出するには次のような万法がある。

中蘭（ラーード）に花びらを乗せてそのままある瑚閥放置しておいてラードに花のにおいを吸

わせる。

（21花びらを水に混ぜて． いっしょに煮て花精池（花のにおい）を蒸発させて集めると． 蒸留

水と花精油が同時に集められ蒸留水の上に花精油が浮かぶので，それを集める。

くだだし． この方法の場合花精油が舟串掛ナてしまう槙歳の花の境合花船山を読めることが不

可能である。 ，）

は－宥帖ヰ・銀の中に花びらを入れて花精油を活かし出して，そ（わ鮫に百歳溶媒を発散させC．

花精油を賃める。

lllの場公においては、ラードというやっかいな物があるのでこれは省くことにした。 そして．

甘」廿のどちらでもよいが． 比較的楽でありそうなはlの方法をとることにした。

器具

キンモクセイの花（約10cc程産），三角フラスコ（1個）． 試験管（2本）． 広口ぴん（2

個）．・リーピッヒコンデンサーー（1本）． 塩壁計（1水）． スタンド（2基主他ゴム管． ガラ

ス管など。

準備

三角プラスノコにキンモクセイと水を八分程反入れる。

三角フラスコのガラス管とリービ、ソヒコンデンサーをつなぐ。 このときゴムの二村屯功が試演蛍に

出てこないよ須できるだけゴムの間隔をせまくするn

リーピッヒコンデンサーは釦つように斜め音こして． 中に冷水を通す塩合には必ず． 下方に水道H

をつないで上方より氷を出す必要がある。

煮蔵

紀蚊1000Cで煮続け七． 三角フラスコ内ひ水が約半分になる。 畑ま褐色に変化して，蒸発し

てきた薄褐色の水を広ロビンに集めた0
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実

結果

長められた藩璃色の太は，予想に反して一郎長いたあとも分沈することはなかった。 そこでそ

の水のにおいを調べてみると，良いにおいのようでもあるし． そうでもないようでもある。 客闇

的な判断が激しいからなのだが，さすがに元にトキンモクセイの強いにおいとは比較にならない。

つまりこの実，豪は大体失政に終ったと見てよいだろうt，その原田はi単一に二日飾り実珠のうち

一日目はリーピッヒコン′ソナーーカ；無．つlV′ノ′こ心で．甘心鉦が冷えきらずた空気中に迷けてしょっ

て，二日目の美談で絡もう三角プラス「圭′二）Tlに帯，早津茂っててこブ1、つた′二′〕ではないか。第二に花

の二号が少なく十分な花鮎泌＿揖Jかこ端ることノユ：、l∴さ加′はず∴っただか。京王にHOcd高

い温産によりにこおいの成分カニ暴れた1二〇ではないか骨組！射こ花を．長めたときに花の状標が悪く十分

な花楕油が残っていなか、つた、つではないれ、こ▼f二）よりノー：是〔つl・二項撃沈煽げてみた′1とにかく，花

精池がわずかはか刃は水井に残ったも仁）と思われるが，こリ椚・；三は失敗と言ってよいだろう．。

後記

この実． 猿の悪しきは常時実験材料の花が手に入らないということであるへなにしろ最遠Z）花は

バラなのだカも高価な花が簡単に得られない。 しかし．幸迄だッたのは我々の学校にはキンモク

セイの大きな木が二途；ノうり，毎年秋になると茂り学園で投たいが！かおりつ学風となるのだ。 そ

こでキンモクセイの花を使、つたわけである。だが．今年は台風の塩風で士も落ちてしまって今年

は花も咲かないのではないかと心配しプこが．．幸いにもいくらか花が咲いた。そして花期も短かく．

雨に降られたが何とか実験はやれた。第－E日割まリーピーソヒコンデンサーぷなく苦労した。水そ

うに冷水を入れ途中のガラス管を良くして空冷して． 来そうに入れた試論管に蒸気を通し六二。こ

のとき．沸点の低いと思われる花精油は空中に逃げたのではないかと思われ悔やむところだ。 と

ころで．香水紘一痙頬だけのにおいではできていないで何痙頴かある。 だから．こつ実収をやっ

てみると高価な香水だが安価なものだと思えてくる。 ところで，この尖歳だけで終ってしまった

のが実に惜しい。後輩の奮起を望みたい． 。
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肉　　眼　　の　　現　　後

2年　伊堂寺　一彦

私たちの周脚こはまだまだ未知のものが限りなくある． 、しかし，それも将来必ず解き明かされ．

単なる常識となV二、てしまう。私は内服について． 高校生が必ず知っておかねはならない現象を少

々套とct・ざ）たので紹介する。、

り！柏から火が出る」とは？

離）感覚細胞は舶膜融に胞であるが． これは宣気を」と‡亘るとか強く圧迫するなど光以外の刺

滋を加えても，歩靖が起こりさえすれば結果射一往ことで，中鮭では光として感ずる。 だから

根珠を強く圧迫した場面こ赤い光を感じ「員から火が出る」ことになる。

甘∴なぜ月は斉白く見えるのか？

廿つ光は太陽の反射によるものであるから物理的には月光も太陽光も同じで1る。 しかし私

たちは月を青白く感ずる。 これは．うす暗いところでは私たち○娘の患大視恵二が短い波長の

加〕方へ萄tるためである0「この現象をプルキンエ効果という0

甘快；軸射れ旭日こ見えない山はなぜか？

一一一・日に言えば混誹泡に戌霊に藍藻とい瑞浪が薫るためである、恵知泡に光があたり夷㌍

ノ：ごて起、つている廿．急に光がなくなっても貴吾はしばらく（○庸浣いており次妄特に消える。し．こカニ

㍗て光′がなくなってもこの興奮が鎧っている制は光の感覚が残る。
光が消えてからなお残って

いな普管を昆橡といっ。 、映画では揖保む消えないうちに次のフイルムのコマの標が出てくるり

で連続して見えるn雨満が糸のように見えるのも． 線香を振り回すと火の輪が見えるのもを戌

棟のしわざである。

－，Jl・なぜ昼昌担色が見え．明け万や夕方のたそがれ時には色が見えないのか？

昼榔′ま明るいのでもっぱら円錐細胞で物を見ているが． 暗くなると今度は捧細胞が働き出す。

庫知胞は色党を捏こさないから墨絵のように見える。

（討ヒト以外甘動物紘色を感ずるか‘！

魚畑ノ、虫類． 鳥軋サル等の霊長禁由こは色覚があると考えられる。 また甲カク類やイカ・

タコ等口頭是払込る柱に昆虫（たとえはミツ′くチ）にも色覚があると考えられる・ホ乳類で

もイヌ・ネコでは色覚が庵いことが確かめられそこ′つ他シ′シ′・トラ等夜行性の動物では色覚が

ないと考えられている。

て色盲とはなにか？

一日に言‘えば色の区別の不十分な服が色盲である。 これは祖細胞中の円錐細胞（円錐麻）が

′しまれつきイこ完全なためであノ：J。色蹄こはいろいろな桂皮があり伴性遺伝をする。

－16－
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色盲一全く色覚のないもので白黒の写兵を見るように見える。

11

赤線盲一赤と縁の区別のできないもの。 これが一・番多い。

黄昏盲－まれであるが黄と考の区別のできないもの。

（7）立体感はどうして生ずるか？

一つの物体を両眼で見ているので． それぞれの娘に映る物体の懐はわずかにずれている。 そ

のずれは近くの物体ほど大きく，遠くのものほど小さい。 このずれを脳の中枢で一つにまとめ

ようとして立体感を生ずる′．

（8）視力の表わし万（視力の標準）

視力検査で恕力0．5とか′LOとか判定される。 これは何を意味するのだろうカ㍉ある2点を

見分けるためには2点の璃繰上の頼幕甘瀬川＿ロロ5flご1上三I上でなければならないといわれる。

網膜と水晶体の光学的中心との施難は正常な根で約16mヱユだから娘から5Jユl先に物体がある

とすればその物体の長さはC・胴5誓十×5，00Gr∴：1ニ1．5r∴ユ
1difこユ11

これが埋霜的に5mc魔灘で見分けられる最小限であり，この燦の視角は約1分である。
よっ

て実燦にこれが見分けられた時に視力1．0という。

眼科においては白地の上に麿かれ完治桂7521m． 切れ昌・幅それぞれ1・5T上土rnlこ）朱色の環（ラ

ンドルト氏環）の切れ鉦が5品隷貼甘から拉分けられる状態を視力の中位すなわち1． 日と走出

る。そして同じ距離からtD亡汗圭甘辛分だノ寸法のもつlこノ頻れ員が見分け旦－．⊃九九は2．C．2倍Cつ

寸法のもCDLか見分けられなけれiま0．5である。 日本人の′視力は普通約1．2ぐらいである。

引

H

l

∵

′

k
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遠　点　　と　　近　点

2年西中須浩一

研究目標

私たちの撮力は個人差が甚しいものである。また，年畠かこよって明確に見える距舶（明通の距

雄）が変化守る。一般的に年をとるにつれて近い所が明蝕出来なくなり．老取になっていく。私

たち正）遠点（明舶できる豪遠距離）及び近点（明視できる旋近揖綾）＿を融迂し．個人及び年齢に

より差のあることを歳かめることにした。

率＋情

ノー二トル尺．太組鉦ぐマナの．消しゴム．広く塗った厚紙押しビン。

実A． 近点及び二遠点

1．媒く塗った厚紙に∠∴点の裾幅をお小て．針で2つ山中孔をあける。

2．机Lつ長軸の一端に押ビンでこの紙を同意する。

う．同時に2つむ小さな穴を通して．杭む上約5（1mの距融（‘針が∠水見える距離）に立てノこマ

テ圭を見つL‘t二）る，－言上が∴木に見え・二言†在京に遠ざけて行き．‘月二に見えるようになっ／二時．

㌃年京王息である、－

〕㌫隼十万ぺろに再∴立は工事上からたんた完売豆音いい、くと2本に見えるところがあろ。こむ

点が遠点である。（旬つ

な来所欄によ、′うて両宕tは粟riってくるて7

苗． 立描最

1．Aと雨じ万法でマナ針を2本用い，2本の軒を近点と遠点とCZj脚こJD～50cmの蘭編を

おいて．左右少しずらしてたてる。（補助者が見つめる針にちょっとふれてくれに〇で，見っ

／・1ることが容易だった。）．

2．速い万の針Aを注視すると．近い万甘定位は2短二見える。この時，厚低の2つ′悼Lcか：「ち

左机㌣ふさぐとBで2ふ見える橡のうち．右㌘柁）ものが消えるっ

51次に近い万の針Bを注視すると遠い万め針Aは2本に見える。この軋2つの′j、孔のうち，

左側をふさぐとAで2本見える禄のうち，左硯茸ものが備える。

これらの現象は，私にちがいっも嘩膜に写った左右上下反対の像を正濠と見るならわしのため

に起こるもので為るっ

議　駈『ノ

，－1，8－



原形質分、離

坂元三代子

2年榎田庸子

川原和代

目的

檀姓植物と水路櫨物の浸透圧をかぺる。

箪偏

ユキノゾタ，ノエクサ，カナダそ，ハマヒルがオ，プドワ椋（1モル濾皮溶液）． シャーレ．

どぺ・ソト，鮨放線．スライドグラス． かて－グラス． ビンセ・リト

・ここノJしL、

JC。 声1∠01モル水に溶かして1gにLiてものを1モルと呼ぶことにし． その議長をtlOに

したものを且1モルとする。

〇できた溶液の中に，それぞれの集の表皮を5分ぐらいつけておく。

0濃夏山ちがいによる原形笥分離の状韓をみる。

紬　　崇
気　品を（270（つ

「
モ　　 ル　　 潰　　 蛇 0．1 二し1 5 0．2　＿ ．012 5 ⊥

「 「 言 「

－．上 え　　 透　　 月三
？．d　d う．1 9 l d・9 2 占．1 5

l 7 3 8 1

ト夏　　 生　　 捕　　 物

ユ　　 キ　　 ノ　　 レ　　 フ － －

l
十 　 十　十

′′
ツ　　　 エ　　 ク　　　 サ － － － － 一十

水　　 生　　 組　　 物

刀　　 ナ　　 ダ　　 モ － － － 十 十　十

海　　 岸　　 侵　　 物

ハ　 マ　 ヒ　 ル　 が　 オ － △ 斗 十 十　十

●（凡机）－：悼アユ也分誹カニ兄ら、れない。 ＿△十：かろうじて見られる程五

十：分亮が起こっている，、十十：完全に分燻している．

浩粟

l来生植物棲王道勧海岸植物で甘汝透圧がだいぶ速うだろうと予想したが． 私達のやった

龍田亡は大差がなかった。 9月∠d軋ユキノシタとカナダモを実威し打時は同じ結果がでて，

気温∠71〕（Iで悠遠圧は・． 9気罠と翫長圧だ・〕た。
，

反省

、ノ正明はい・ういろなものを笑壷する予定だ・1にカ1適当な材料がなくて上のも山をあつめるの

でも大変′′とった。
雇示意がぶしせまってから芙産‖ノただ）で時i上掴；たりなくて思うような実収が

できなかっにか，二丈式中こ雇虻待締由勤が見られて二給もしろかった。

－19－・



恋　の　実　の　な　る　島

3年　下　川　純　子

ステキな恋を夢みている君

さあ．だまって僕のこのヨットにのりなよ

いますぐ．恋を授Lにつれてってあげよう

そこは札とっても不思議な潟なんだ

小っぼけだ．とっても小っぼけな島なんだけど

そこには恋の尖のなる木があるんた。

巧白い．ロマンデ、ゾクな詩人との恋を夢みている岩には尊い尖を

男っはい、二ナごひげのおじさまとむ悪には紫色の実を

グループサウンズの好きなそうそうしい男の子との恋には黄色い実

そして

いつも泥まみれになってす、ソカーポールを追いかけている男の子に恋

している君には．ホラ，赤い実だよ。

音も紬まどの実がほしいこ＝ンかい

僕にいいなよ。

もいであげようr，



光　合　成一　実　験

2年竹之内良

研究内容

水卓の光合成這の測定。 即ち水車の竣索の気泡故の測定と光合成と光の波長との由緒を兄い洩

す。

材料

カナダそ，光合成実搬鼠水（カナダモ生育地の水を含む）

ノて′l三莞

光合成失巌器にカナダモ生前也の水を2（〕0（〕C～500（）〔】を入れその上に普通の水道水甘

実演器の上端50cm正長入れる。 軋点し1＝カニ㌢デモを入れる。 （璃I基時）

又一定方向からの光たけによる実故を行う為片面（光の入射万向）を娘い全てで）面は震い紙でお

おい以下の場合における発生気泡数を初産する。

旭呂然色（400～700mu）－10砂山二二

豆ノ緑色吹く500～550∫ユu）－10秒尚－

31赤色衷＼71〕0ご皿）－10秒． 甘一

、1）等色夜（450T｝こことノー1い抄Ⅱ一一

∩

実

験

法

腎1
－llI＿

結　　果

】 ．＿°＿・．一．－．－．一一一．一一一一一・・・・一・・一一・一、一一・一一・一一‾－ － 一

L

l

l1
l

守

卜

l

l

，∴

‾海 上’j

‾°

以下Jつ結果より光しつ波長7U U貢∴1付文豆五心太で，

酸素に富む気体

（注）

一・一芙城中における水師ま22．10（コ

で測定時間は40分間である。

又その時においての太燈の入射エ

ネルギーは一定であることにした。

（勘定i∫鉦出

水343．11．14

年鼓2椅5ロ分～午凌5時30分

カナダモ

500～558ユユu付近が最小となる．，

つまり元′合成を行うクロロフィルにはaとbU2査封烏あってクロロフィルa（C如月7∠C5

⊥㍉］嗅）で．プ［川フ′ト小b（Cす5HT。 08N4Mdが3：18割合で葉緑素内に含まれ

－21－



ていてクロロフィルaは波長450jユuとd80muノの光を吸収して反応をし． クロロフィルb

は550′－dOOmuでよく′亙応する。

しかし第線寮内に含まれているaの割合が多いだめ曲諒は下欄（周粧）のように7；るぐ

図　甘1

4山〕　　　　　　　　　　500 ddO H〕d

滅　　　　尭　　　　　権　　　　グJ∴

丼合成量と升の波長との関係（自然光をlとする）　　煽1日

棒）（＼　測　　伯）一つ1銅釦纏気触）一一

＼ 、＼ －一、二聖 LJ‾iiト一一て 巨 l
2

i
l 弓
i

巨
ら d 7

l
（平均樹 i（指数煩）

i
自　　　 然　　　 二七
4 ロ　～7 0 0 ：ユ〃） 5 1 5　3

l　　 i
5 6 日用 5　7 5　8 5 8 5　8

l
1

こ．寸ミj‾」
／15〔1 ・4 8は∴イり

2　9
l

ノ　ア
i 2 9

i

！2 9
2 5 2　7 2　7 2　8 U．7　4

′ノニイ
5 0 0′、・両用 隼の

2　5 ∠5 2　日 1 3 1 7 2　0 2　Lj 2 1 且5　5

リ：．．
4日〔巨～7日0 年〃）

5 〔） 5　5 3 1 玉．〔j 3　0 「2 9 5　0 3　0 二 二 」

1‾′有

く三〕つたTH声声くて∴㌫小肯誹圭一豆ノ片でさなか－・フたが，さいわい∠酎勘潮音れた臼カニ乃一、てその

紬こで三妄てよノンいつJ二と広う1‾モた二度忙抜糸と光軸文言広朝係及び光の億弱による血録などが庇

っていろノ∵ノ注字声こなってか仁一まンこ；、riLく‘′‖〕・にr三いトせろつもりで為る。又1年の生物の教科古に乃

る光合成の西棟と成し結黒がでてう′hLいく、

さ’に加えるとすわユi再三の甲でひきつづいてこの遭・・ノ、高やってくれる人を望むものである。

、1－22－



タ　ン　パク　野　の　生　合　成

2年　Llj　口　裏紀夫

最近トタンバク宵の生合成1に結するニュース′う；，新曲などで二女々輝止される。 ことし臼． ノ

ーベル医学生理学責を貢っに二一一一レン′て－グ．コラナ軋捜などもその紬である。 こう7てると，さ

てどんな研究だろうかと知りたくむうのは人情である。 だかr）．この初志r三について，ら．よノく′と書

いてみたいと思った次血で為る。

D封A！RIJAについては． すでに批承諾と思う。 DNAは2本鎖であり． 各々、テオキレリボ

～ス壕とリン政道が交互に結合した高分子で羞る。 テオキジリポーズに法． プリン奥（アデニン．

グアニン）とどリミンン去（チミン． シトノンが浩会している。 そして． アデニンAとチミン

で． ダフノここン′GとシトレンCよ，廟鉦良二い、′つて′太東結合を作る鋤き

がある。このため2本鎖は、二走らせん′措走を作っているUで為る。

tIこ、jJ

塩ノ〔・三A．Tti． C′ごねしユ外力i遺伝悠墨か㌢持一一1ているので，t〕武Ar．）

遠伝信守出は、上目JAポ1メラー七と呼ばれる酌亮で一一志鏡のANAに

写こ悠しな。ここ三上RX∴を守JHト二（メッ実／ごノヤーitヱ∴‘．二と苺にIヰ

ぶ。この罠∴i去∴ムはニ）㌫Jlごノ遺伝病掟オ∴→U，で→・・‘’ゝ．J・→Cと音左

ノ射李を通じて読みとるっここでUブラジルと㌫、1∴が！
Hこナ寸、てTに

鋲わり存任すろ妾J山で．Uとム法相撮性な貢・つごノYr．乃三、。二二iH十Aは

一基損で葦雷にこィ＿）九や一首’く．元始は急分冊でこうる。

一万． ノンノ1ク笠寺一二）；：さこ′忙くことのできないものとしこ1f「NA

埼N、

一ぺ

lい・・、∴

ヽ

－
ノ
ア
璧
俄
轡
腰
押

〔図1〕
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ド

・J一一！猫に乙‾よ＿Åパ八に与

された遺伝特報とた基、宝

で対症言－る，三つレつヌク

レオチドしつ単位ケ持った，

アンナコート（コート誹

ま読ノ乱射升五5年・＿＿」．

でユ上り√Aと水豪語査す

る。，まだ一・万J三歳にはア

ミノ巌活性化野末のはた

ら澤を一情りて． アミノ五号

と結合する摘心が茂る。



そして． このtRHAはリポソームと呼ばれる細胞内顕粒に結合するのである。

リポソームは．通常数個集まっ

てポリリポゾームを・作っている。

成分は梓る5ゥ∴かAごム．約55

脅；こliタンノミク首である。隻に、マ

グネシ㌧1ウムによって結合された
ポリリボゾ‾ム　　　　　図盟

大小2っ（DJ分から成り立ってい

る。も・RNAがリボゾーム1個あたり約2佃つく。m且封Aとも昆虫Aアミノ成一リポゾーム、⊃

轄＿がおこり，リポゾームカ；くるくると「糸まき」のようにまわることにより．フノミノ涙がリボ

ゾ一一ムの大きい誹分の表面にできる。

アミノ克、√つ湘封には．一つのム1－コ∴ペプチド結合一つには．一つの注でごくグアノシソ一一

3－ジン震）が必聖で為る。

さて，これで・ケン㌧くク賢生函危過程の．機械要素的物曙の初孫は大かたわかったので．今まで

の生物学と違った．現代科学の香りのプンプンする問払こ移ろう。それはコードとい須甘損であ

るが．その前に－一応こういう考えの登場）て来た遺程を振り返らてみることは重要で苔ろように

思われ′ふ。

写きに述べ六：タンパ′く持し巨リアミノ焙配列や蘭五リーるものとして1∴R‡り一ガ童豆㌻㌣ると．いう涙

説を提唱し二つ揉フランスーこて）ジ一、，－コプとそノーでコうった。果してこ（つ仮説は正しかったのでころ

うか。
．
然りである。これを実堪約に証明したのはニーレン㍉べ－グらで為る。それは．クラシルの

みを塩基としてもつ人工ム罰ムを添加した場合に焦．フェニルアニラこンのみを選択的にポリペプ

チドに合成するというものであった。つまり，大船薗よりとi）出したリポゾーム等¢〕タンノ、ク誓

合成系にUUUUUHという塩基組成を持つRNAを添加したところ，フェニルアラニンが取り

こまれPhe一一fhp－Pheというペプチド（たん白智）が生成されたのである。

もし，この人工Rヱ、jAが工Rポムの変わりにはたらいだとすれば．まさに汐ヤコブとモノーが予

思しだとオ、．リ，ユ且、Ar塩肴規正カアミノ酸仁竜己列喚淳を決定していたことになるので為る。

タンバク啓を作っているアミノ旗は約2口種である。4症の核酸成分（A．し「（‾主．C）のう

な．何個かの伯序を含めた盗み′合わせ茄．∠ロりことばをうみだすりではなかろうか？こういう

考えが出されたむけ割合早く1954年であるオこより漬控的ヱ）正明を与えたのは上にのべた尖

：二‾空である。コード（遺伝措哉）が，培義「ろるい；よヌクレオチり2粁ご決ま‘るとすると42＝

1dで足りない。ノ20寝のアミノ滋と対応するには．当然塩基5個で㊥＝d4であろう。これに

何か条件を加えて2口頭にすれば良い心でみる。tR武Aのアンチコード㌧⊃ヌクレオチドが5歳

であったの接こういうわけなのて、二5る。コ一一ドの読みかたくつおもな釦ま弟I表にかかけておく。

注意すべき主な点止．

1・塩基5個がアミノ垂1個を決定するコードである。いリブレ、ソ待己）

2．一つのアミノ壷に対して敷根知の塩基配列が対応する。
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5・塩基配列を読むとき前． 幾と亘って読まない。

などということである。

その他新しいこのような分野は、生物物理学として克度し掛ナていろ。 免疫玩風ガンなど

の病的タンパク乱∴縮離離如封朝餉両紙捕縄鴻け九はきりがない。 ここに青い差∴タンバク苺

の生合成という問定離ま．その東大トビ・ソクであるように私には守おけ右一る。自分で主い一生懸命書い

たつもりであるけれど．なにしろぺ一㌔数が少ないため，楢分省いたので． 文岨旋裏という感じ

もするけれど．何校か商えた凶でそのふん拓気を味わって欲しいと呈まう。 そして新しい生れ字重

光庇に乾杯を！

（参考著雷こ共立出版「生命と扁ろ汀． 上川腐漉蛮骨「ワヤルス＿日
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シ　ョ　ウ　サ　ン　キ　ン　の　培養

3年　酒　匂　　　潔

1年の時からキンにとりつかれている自分だが． 今年は何か変わったキンをあつかってみよう

と配った。そこで本屋に行き，一都酌、蓄架から培養法の． 一裁ったぷ厚い本かひっぼり出して，手

ごろな培養基牟ノートに写して来た。 その中に∴／ヨワサンキンがあったわけである。 使用薬品も

全芳田ヒ学科にありそうなものだったので，少しも迷わずショウナンキンを培養することにした。

実捷開始

両軋り5ノ率9月10日

使用器貞

三角フラスコ． ジャーレ． 試党管． ピーカ「． ガーゼ，ふとん楓ビニーール． 袷コ∵ム

使用慈品

♪JaN05（1・0g）K∠且PO4（1・Ug）Nacl（ロ・3g）封空SO4（0．5蔓）加nSO4（痕跡）

Fe2（∴r）の自転跡）fI20（1g）大理石破片． p昆誠貴紙・オーートグレーブ（圧力釜J

培土豆路′ノ．k∴∴、‘二

弘晶をすべて兢定日ず上げ‾フ∵く二日こ入れてう向（1日1回）オートクレーブで減封すそり宛字

してフラスコを冷やしたカ、年，大聖石機片を投入し． 栓やする。 1週間ほどして． 中の成せどぺ

、ソトでとり出し．瀞微鏡で夢察する。 ただし． 倍率は800～1，000倍． 染色はメテレ／ブル

ー等．
疲労イオン濃良※＝誉け～7．5

芙泳妾記

レヨウサンキンはア㌧／ヨウサンキンと同棲しているためか． また他の化学元素のためか． その

培養はなかなか的難とされている′，到向の実栄もその例にもれずに失敗であった。 ノ漣の有名な

生物学濱が．90年二近く前に抜かったきりで． その後の実碩などは明らかでない。 うまくやって

も最低はdグ月か乃ユろという。 もー′、ともその事を知っていたら． 束だ私とレヨクサンキンとは何

のかかわりもなかったであろう。 1年生の諸君ならやってやれないこともないだろう。
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アルコール発酵の実験

2年宮崎潤二

有機物哲が微生物のつくり出す酵素仁璃柏によって分耕され． 耳益な物留が生じたときを発酵

と呼び．又．有毒な物貨が生じにときを腐収と呼ぶ。

元帥こはアルコール楽観乳戌克醇． 触感発酵，酢鹿発酵などが為るが． ここでは′ルコール

発酵をとりあげてみた。

／ルコール発酵は． 酵母菌の体内でできるチマーゼが醸頬を分耕して／ルコールと二酎ヒ咲来

を宝ずる反応である。次に／ルコール発酵の簡単な式を． ′うげておく。

崇霊げ2CO

チマーゼ

J十∠（ユ2E50注十Jス9キロカロリー

（工ナ／レ／ルコ一一ノり

天成1

日　ウ勺

二瀬化成よねよびアルコールの換出

挙　偏
●

材　料　帝京酵母（・1二パン酵母）

用　兵　キユ、ネ発酵首． 試彙督． ピぺ、リト． 而斗，ろ紙． 綿せん． 小さじ

○　溝　鼠　約枚（ぶどう碑10壁に水1000〇を加える）・7浄水濾化ナトリワム液

ルゴール液（ヨウ素カリ1gを水20mに溜かし． ヨウ素0．5空を加えたものj

万　托

リノ　滝酵管の盲皆部に　空気の気ほうがはいらないように糖破　盲

を注入する。

（卓二甘且が管内にだいたい満た封tたら．酵母を小さじ1～2

はい村内に入れて締せんをする。

・う’）250C～50rJC〕に保ち4～5時副おく。

・：こリその後，丞勇雄ン‾トリウム夜を亡べ、ツトで2～5HC豆内

に入れ．さらに水を葺［コまでいっぱいに注ぐ。

皆口を指先でおさえてよく掠り首．皆酌∋嶺はうつ変化を兄も

生じた気体が二磁化炭素で鳥丸は水鹿化ナトリワムに吸収

されて．気ほうが・満失する。

し蔓ノろフ出した夜を試・読Tfにとりノ1コー」レ奴を毒色しない桂皮に

小；‾し二加える。

式㍉官を7し声、80UC〕・。 扇に糾分鳥入れる。 ／ルコ一
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ルがあればヨードホルムのにおいが十． 多いときには管底に黄色の沈でんを生ずるへ

結　果

水浄化ナトリウムを加えだ薫と、、り誉　は病夫し，二陵化炭素は検出できにカ；，三一卜’′手ノレムUJ

にゴていがはっきり感じられたかったのでγルコ一一′レ¢）軋加まネ完全で五一りこT、

墨青・用

！ こ」的

笑詰Iより亮展して酵母の温心木対する影譜を諏ぺろ。

l・∴・∴

〇材料甫坂酵母

0用艮キュー・・ネ発酵這∴ビh・－カー一． 石畑． 三脚． ガスバーナー言競売評

議塩里∴上皿L天ぴん

0藁完結敲（実読Iと詞の

万に

（土讃∴．ミニー拍坤に母を骨吊ロ〔H噂入れその中に水を小ニー三

入れた圭l’／）セ‘木用意する′、

甘上り試諒ノ晋をliur⊃〔3150〔）（j・dU○○・7〔PcLくr）

雷二二ノ入・′1ているビーカーに拍2のように入れて叛カる。 そ

り寝2ト蒔㍑ばかりおく。

むキューーネ誉酵枠4本売上のそれぞれ点涙甘入れて，さら

に喜涙を住人して吏仕勺甘辛・詩だ丁。

（王25L’「～5〇当コに株ち～時計肯く．
。そのだ：盲コi－F

雷にたまった繁はうり長さを拗達する。

結果

700C以上でJこ1ほとんど二綾化技芸

カ；発生していノ：こいr工で．抽▼り品定に対

する限界はだいたいdOcまでで、子，． 二，

りハ

反省

ここノ∴ノミが批豊にソ」′そ圭で大分縛誹が産′かったが．今後こういう点を改善しこの甘言を楽をこせた

い、J
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生　物　一一　日　寄　稿

2年　竹之内　　　良

我々が1年の時匿授業で習った生物，そして，我々のまわりに多くの生物がいる。 我々自身

も生物であるはずである。

その証拠に呼吸，班軋エネルギー撞敢，運動，さらに人間に最も睾重な，そして，他の動

物と区別きれる脳活兢我々は高等忠生1セ告のである。 したがって高等を生物である以」二，又，

生物系の耳上端をしここうる競々が，他の生物への考慮，保護，そして，他の生物の生命維持を助

けてやらねばそらないのである。 我々が，化の生物と区別され，文明文化をもちその「王」と

して存在している以上，我々はかれらに動けを与え，そして・考慮すべきである。

現在多くの生物が戒亡するか，又は，その、十前にまで追いつめられている。 その中で植物系

と動物系特に動物系の鳥嬢に露著にあらわれてLへる。 例としてあげるとすれば身近に考えられ

る鳥「スズメ」である。かれら波も扶ヤ轟席に妓すめなくなっていて蓬村で撞かれらは筈鳥と

して扱われる。叉，招′Cニ考え点援た「か√升‘′′；二，宣技工むける甘塞0日、キ」である「トキ」

は学名1－ジャポニカ・、’′シャボン，」甘定言評亨れて1る酢烏晶隼渡羽である0ここまで

「トキ」を追いやったも‘て）ケ糾」かノ∴勺オ弓言㍉々小芋悠‥ね虹ならた1てあろうし，我々が生物系

の妾上端をしめている以上，他の生物への考慮，助力が長も必要となるであろう。

万 旬
上村優子

1年平川貴代子

万葉に帰れとは子規のことばではあるが，高校年にもそうをじみではかハ万芽隼の中から，

植物，動物を含んだ歌をhくつか捨い出しとの焉uまらくでも万辛の即三に浸ってほしい。

御苑生の首木の梅の散る花の天に飛ぴあが少雪と津りけむ

あしひきの山谷越えて野づかさに今は鳴くらむ鰹の声

女郎花咲きたる野辺を行きめぐり君を念ひ出俳回り乗ぬ

茅欄の鴫きめる時は女郎花咲きたる野辺を行きつつ見べし

山峡に咲酎ナる桜をただひとカ自若見せて虹何をか恩はむ
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個　体　変　異　の　調　査

2年堀口睦夫

人冊に招‡の高いIZ）や低いの．塙癒みたいに太一つ元のやこれは肉があるのかというようなやせ

たやつ（こんな人け丹毒棟木には売ってこいだが）とにかくいろいろ守八両が生きている。そ九

と同粉こ．専守実も葉の・j、さいも二′つ大字いもしつ．文花を見てみると花びらか葱の争い（つや少ない

・：1〕，いろいろあるのである。、そこで今軋鉦針つ表にもうろかもしれないが．よく垣絹などに一美

いられる「ノけメモチ」仏名「カナメ」それ鋤担長さについてこふぺて射こ。

その前に．詰岩に変勘裾′Jjなるものを分ってもらわ表はなるまいからここにそ豆圭克典圧∴∵いて

おこうと思うご、

〔霊泉血は〕

旬じ再録（純秘録主ひ一群の生楊について－黒i′」に測定できるような餌1－．たとえ揖荒さ．長

さ．帰などを握ってみると，必ず偶々に区別のつくような違いが見られる。こ玖違いを佃体変累

‾hるいはほうこう土産といっている．－そしてどひ坑のものが相場結∴ろ和せブラフに京わすと，

一つの曲高力；得られ．これを分布山′．∴らろい∴接触鉦一．とい。又変豪，二言台上′しつ測定はそつtlJ

の二異状毎を知力上にも、畠仁政圭か雨で川当に五定フ王政榊j迄ン∴していィ、）。

もしもユる生餌巨・遺伝Lりに純枠で，で享る／ご出一結拍駕で育てられたもむでこ，jLj＿こくコL㍉∴

言下樹（且）ウ⊃ようになるnLカーし、もし下用い））のように．山々享つ語るい揺それ以上に量

る叛には，こカ生‘加羊は．それぞれい）のような分布を示すいくつかの系銃の実効萬協媒イり

だと考えられる。7丈お変動ま生物が生育する蘭の環境が少しづつ違ったなめに起ったもじって，こ

うして現われた形賢は遺伝しない。 ，

‾‾こ＿
動定値

変異曲線の例
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調査

ノけメモチの嘉を809枚とってきてその長芋を調べた。 下にその結果として変組表と変其曲

線を声いておいた。

○変輝美

・1十l極 細 融 変 長鼓 倍 録癌 社 員数 船 転櫨 lせ 員数 倍 k 痺 要 f待定 軌 扱兢 社 h 叛
遠 重 義 ：］

3．日 1 衷 』 辻 慧 茎 　占．D 2　0 7　U 3 8．0 ∠

3．1
」 1 ・」

ム 1
1 7 ！ 1 蔓＿ 8．1 1

3．2
J

4 I　r
号三・一1 ⊥ 一一廿

当 －ユ ー・L

J・h q i 2 3　 5．4

生旦

4 d

・4 3

占．J l 1 7 7 2 3 私 2 2

】　 ＿弓．5
ti＋ 5 くう．5 1 5 7 5 5 8．3 2

55，4 ヰ d．4 9 7．4 d 8．4

き∴‘i
J

l　 ろ 「 上，5　 2 9　 5・5　 4 日 6．5‾’ 古 r S 1 6．5 ロ

3．5 J 1 日 ．7 5．与 1 5　8 也 2 ヱ　ろ ‘1 8．5 0

3．7 d JL．7 イ　r三 5。7 5 5 4．7 5 ヱ　7 口 ∂．7 0

、－　こ㌧　リ ．る 弓．～〕 4　占 5．8 5 1 占．8 1　 3
l

7　8 4 しう．さ 0

5．9
I

〆．
l＿‘ 立 ワ 4　9 5当 2 ∠ 占．9 ．3 ス 9 Z

J
私 9 ○

（制定値）

グラフから分るように，このカナメモ千の木鴎麿は綿棒のものであったことが分る。
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プ　　ラ　　ン　　ク　　ト　　ン

3年　坂ノ上　正　博

鴨池沿岸の植物性プラソクトンについて調べてみる○

〔準備〕

プラン／クト／ネット，スポイド，ポリピン，ポノレマリン

〔実験〕

8月中頃、午前3時5時，10腔，午後5時，5時，10時と摂隼を行なう。

水混1～27花で拝具

〔結果〕

午前10時，午後3時，5時は，植物性ブラ／クトンが非常に多い。 これはプランクトンが光合

成を吾桑う為に，光を求めて草間に浮hてくるのだと思われる。

午後3麿，午後10酷は動物性プランクトンが多し「。

午前5時痕軋植物性プラ／クトンに混じって，動物性プラン・クトンも数多く見受けられた。

佃址巨プランクトンに仏産琵類が最も多く，ikに有色鞭毛薫が鶉い。

珪諒恕

Aclin叩tyChusundulatus（BAI工」男Y）RALFS図1・

糸甘胞の長径が20～158β。 円盤状で義教面放射状にらねカ，ろ佃に区分きれる。 中心に無

紋区があれ佃のうち突出した5区には，外縁の中央部には先の丸い突起がある。

ActinocyclisehrenbergiRALFS図2・

細胞5日～300βで大鼓形。 蓋穀面は平たいがやや凸凹する。 多くは同心円的にうねる。

その為に東面は雫言責夜どの色を莞する′－中心区があり，軸心区よ少放射状に点紋列がならひ，区

班に別れる。

Hilizosol〔・jliaalatこしformaindic∂（PEI‘AqAI。 五〇）OSTENFEもつ図3．

冊胸に甚だしく太く，2コ～5β。 鉛部が急に細く夜っている。

RhizosohniaberyoniilIPERAO・0工JhO図4・

誹脾は市径160〟． 長さ500ノ1，殻環部の比按的短い東低ぐ頂円筒形。 義旗部は長く延長し

た円錐形で，末端廟は裁断形，描孔によ少外適する。

；iacIcriasti11mhyalirlllnLAU‡J訂R図5

細胞の直径15～5dβ。 長割ま直径に等しいか，やや短い。 刺毛7～25，中間細毛の分腰は

群体軸に平行である。 末端刺毛はわるく維胞に曲が少，かつその上に螺旋状のうねりがある。

B。CteriastruillClor】gatumCIJEVE図ム7
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細胞の直径10～25ノ霊。 穀隙は大きく，藁欝節ほ少し遭出し帝塵数7～9本上脚†短く，隣細胞と交差

する。その基部は短く，群体軸に平行で，末端刺毛はよく発達し，側面朝練鈴状している○

図の左は簸h群体の佃勘右上は同側面拡大および下は末端疎毛をしめす。

ChaetocerosdecilliensCLEVEfOrmaSirlgularisCRAN図8

細胞の幅10～15〟。 単独性である。 刺毛融竃に向かうことなく，群体軸に向かうのが特徴。

前榎5，Ch，deciniens（コもEV虻とともに出御するのが普通。

OhaetoccfOSdidymusj］王TREN壬借RGvaranylica（GRUNOW）GRAN閏9

穀障はきわチうて広く，刺毛の交叉点は原種より暮らに遠く舘れてレゝる。

CllaetOCer。 ShoIsaticusScHUTT図1口

細肘の曙る－50〃。 群体はときにわデかにねじれ，もろくこわれやすい。 蓋穀雨は椅円形をプこ

す。殻至は低く，諜常は薄い。 刺毛は細く，基部は揺h。 熊笹はやや広く，樺に長い六角形であ

る。色素は板状で1倍ずつ敷環面に奉り1耐久胞子相場状で，細胞の中央に生じ，初生芸は低い

球面状を費し中和分列生する。 後生芸け平らで． わずかにふくれる。 種はすこぶる小さい。

OhaetoccrosdrcuisSC王子UTT図11

紺句の併用町紺れ誹骨冊ペ巧有料廿早や乙（フUainiqsllSに別ソするが

冬糸那出て色藷が－一つで，穀新和こ青左する。輝巨の寒啓瀬良く翫軍しけじめ群体軸に画角にの

ぴ，の手芸笹の対角鞠蘭ノ満に舟V「㌦

ChaetocerosnleSSar】ellSisCASTRACA王柑図12

雄胸の轄’12～エロ！ £。、群体は鼻音ぐ，芸事而技円形。 蔑紆はやヤ広い六動形を妾す。

柳勘は広く，穀嚢は低h。 刺毛欝緑より近く出て義邦旺極めて短い。 群仕輔て革に天きくかつ2

本が癒合して，のち分離する別宅がおる。 、その認靖に螺旋状に配列する′ト疎がある。

ChaetocerosaeuisI． 甘口力工GlR－PORTllJOB刊も図15

群体は5～4仰の緒胞より凍る。 傭5～12！ ∠。麦緒言は登だ狭く，これが夜hようにみえる。

別宅に太lハものと，用いものと2稗を功太い亨は井部をは覆れる少しげかりの所まで癒合する。

渡し守一群体軸に濱角にちかく媒しるのが特徴としているがHUCTEr）Tによれば綱奉と同一種と考

えている。

AsterionejlaiaponjcC工JEVE図14

細腑の長さ50～100／。 放射状の群休をつくる。 瀬只面ならびに義貞而において芸細；が著

しく膨大し∴それより他の㌍に急に細くキり帝と存る。 穀1両の条誼紋は寝たはだしく滞徴である。
J

Thalassiothsi：（braucllbcedii（〕RUIJOW図15

測包の長さ8臣～20［＝㌔㍉慣2′－4〃畑定形の群仕をつくる。 穀環衝は棒状。 去衡再椚で虹技

針状で両端は形を異にし，一端は鈍円，佃靖は先端近くなるとやや太く． 先端酢で急に細くたり

先のにぷい楔状をなす。 細胞緑に微少に小柿が規則正しく列生する。
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Nitzs（ニili2la，r－Ce（ニIntalT． SJ］・H球目占

品如）長享100～200〟＼庸㍍7β。 韓のやや広い挺針形。 中央から耐端に頂を減少する。
l

先端はぺ・うつ尖そ。圭骨点ははっきりしているく言莞舗石中央部庶やや太く言］潤肴姓告jレ滝釦こユ

l：こ：一一

PyrocystlSl川1二いまSCLH！
：1両17

個が半月甘頼し3その年享杜200・｝去一口0声。 点握釦はその中央部にあ男この許分に放醤

の壷定子の克られることも奉る。

（’1°1∵Uf「虹m＋fllrC「いH手∴H、ちエlヨ，G）けrJ少子二か⊥fJ餌18

位Cつ前部出薫くして。 ）ノ‘リ，ニ誉ね笹らかてみる。しかし． そ仁声もとの万に次第に太くたり

持C〕前吾H二なる。左C隼畑、黄では’．でみる。jl′萌主力みた撃豊の爛綾′巨ニl√1。

J＿〕er∴tiuHII‘：．lS：イEしい甘㍑ほユ㌫‖r用JrゝRI）TN陪19

禄高手持こ広神央郎Yは誉方に標たわる。 ノ射まその昔瓦に厚床がない。体の前針は長く次第に絡く

：なり頂角を形成すえ。．
〔後記〕

」」」二言tTiへい一ルユ／こニ∴ラン十トニ′：てつlハてご：′十王十十「－ごこ’一日乙が，－：だ背景ではあるが名甘ご′宗、ち

若い枠も舎まれていふ㍉着き甘玉野を鬼上号るときか一茶憲を侍った。 つ

山恒牛丸早立上∵リ㌧－∴千位鈷宣揚で上亮1竺空頼＿しけこ匂え寺．． 0二）でもZ）。′、，しプフ：／クト

ンがいないとすると，今日の諾々の伊井は存在し査かっただろうし，水産資源も覆いだろうとノ掠

傾ぎおる。 白根のわの軽少たミクロ／j出立の塗物でも我々の生活には

Jbtinoptychus uldulatus（BAILEY）RALFS

l
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実

3年　岩　畳　育　子

動物を使って采験が行なわれる時，私はいつも思う。

もの動物が，もし人相だったら＝‥日日‥‥と。

1射射こだって，命がおる限り，魂がある。

私たち人間のように．－一生の計画を立てているかもしれ覆いし，また，それぞれに夢を待って∵▼へる

かもしかたレ㍉

そうだとすると，炭肋の意志を無視して笑談を行まうことは，人権ならぬ動物権を犯すことに夜少

はしないか。

これは，ちょっと行き過ぎかもしれなしへが，人間の場合にすると，当然，起こるべきことなのであ

る。

しわも，灘里杵五凍って寸言テ午弊今ならと号．かくも．使屈しない場合と凍ると，これは，とてつも

なく恋しいことである。

私は，5年′程前，あ、H川東許のかからない手術を受けた。

浮遊的にいくと，練静は，胸から下は全部かかり，手を触れても何とも感じないということだった

しかし，私の休は，針を棺しても，つれっても痛かった。 多少しびれているようでた払ったが・・…・

繹神的興菅のためかもしれ希いし． 私に大酒飲みの素質があるのかもしれない。

あるレは，見かけの体重が事実上の体事よりも尊く見えたための麻酔剤の不足かもしれない。

とにかく理由は何であれ，私の手術は，完全に麻酔のかかってh夜h状態で，． 行なわれたのである。

高酢のかからない手術‥・． …・・‥・‥‥‥・‥‥考えたことがありますか。

月世紀も前の昔の話ならともかく，何もかも，ほほ発達しきった現代において，麻酔のかからない

手術ほど，つまらなてものはない。 いや，つまら夜レ可まどというものでは凌い。 ことばを越えたも

のである。

あの肝をひきちぎられるような，思しくって，すさまじくって‥‥‥‥…‥‥……

経験したことのある人でなければ，到底，埋解してもらえないだろう。

涙も出ない。

ただ，うなり声だけが，私の脳髄をかけ廻る。

－58－



血圧は，どんどん上る一方，、汗が，じりじり，隼の葬面にう’いてくる。

手術終了

この樋に初めて，生まれてきたような，解放感。

地獄をさ－まよっていた私に，一一つの愛のことは、。

「大変だったわね。」

母に声をかけられた暗，私の呂には，いっぱいに涙があふれ，其音別まわに，流れ落ちた。

√劉青も何もない。

たた，手術が，終了した，ということだけ。

以上のこと机　人の体がそれによって，更生されるのだからよい。

しかし，動物の場合，決－して私の手術ほどに甘ったるいものではない。

死が，眼前に追ってきている。

しかし，安静をくして，成功ということぼけ，生れてこない。

世界中の何借入という八′才のためには，艶物票憲按テ㌫葦なのである。

大きを事を成すには，ある程度の横型は，仕方がない。 ただ，それを最／ト限でストップしきえすれ

ば良いのだ。

仕方がないといえば，仕方のないことだ。

O
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〕
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卒　　業　　生　　よ　　り

吉　鶴　紀美校

顔に玉の汗を流して道のない山中をかけまわカ，蚊や格物を享がす。

時に㍍採墳された生物の生命のことを思い自己の罪におののいたり，イヤ，己九の為にコイツラ

は存在するなどと無情の心をhだし1たカ，－ノー一一一一－肇に採農だけでも，いろんなことを考え，悩み・

また楽しみ，いろんな成長が与るでしょう。

部屋にとじ込もって研究一一一一－これも仲々結構なことでしェう。 でも若い皆さん方，もっと

戸外に出て自然に親しんで下きい。我々の対象は生物セイブツ，ナマモノ，イキモノ。

生命があ少ます。生きているんです。 それだけにやっかいた代物（イ工，そうでも貴いでしょうか

？）それだけに彼らに教えられることが多いでしょう。 嫌の美しさ，植物一花－シダー道ばたの′ト

っちやな革から身近な犬，猫 自然が美しいのは彼らが生物だ本ら。 生命をもっているか

ら。 彼らは倍大を我々の友，師，勉強に疲れた我々の豆弓をいやし，心に慰きめ，明日へのカをわか

せ，喜びをかきたててくれます。，

M甲南生物”の成長と共にどうぞ皆さん方． ますます成長受れんことを．ノ

∴　　　；・二　・

在校生の方々か「甲南生物」の害5号を発刊するという。せことにうれしい限りです。実はこの

第3号につレ1てを∴私も一卒業生として危惧していたところである。果して披らは第5号を先刊で

きるのであろうか。しかし今ここにみごとにそれを成し禍たことは，ひとえに彼らの絶えまめ努力

と，生物の無限の神秘へ対する無限の洞察心によるものであると信ずると同時に在蹟生の方々に対

し，心よりその薔労をねぎらうものであります。

我々がまだ在校2毎の頃． 顧問の先生や先輩方からハッパをかけられ，叉屈折妾きれながら，その

若い血と情熱のすべてを注hた「甲南生物創刊号」。これは幾多の先輩方が夢見ながら，成し祷な

かったことでナ。それが第3号号で在校生の方々によって成されたことは，歴代生物部民族の喜び

であり誇りとするものです。最後に，この今やっと燃えついてまも貴い′ト音を火を決して絶きない

で1丁さい。そして傍らが社会人と凌った10鉦先，20包三先においてもやはカその火は燃えつづけ

てレ1てほしレユ。

－40－・



▼＿

ア　ジア生物蓑だ全課こ吉子自£な上
l

着　7芋二　浩

ま意1，9占3年′′ウうり11日から17日まで，宗一京だ虻㌫キリスト教大学に上・レ・てJ「措2上1

アジア生物美音会＿」とhう会が催された。章一．1にわたしは憂加む亮会王宮たつで，そ（つ輯む薫閏を

二j三紹介したレ、。

㌔′㌢告ま真二空教育G自暴方法と三充実ご昔ることを六、も．よf封！〕こしてニー、上アユ’′ア言高三五つ代二吏

とイギリス，∵メカの汁ブドーバーを交えての7巨膝ヲむ会議であった。語り国は二94年12

月∵ニラで鳥ふれた。十度の会増各虎の孝校定粉急音につhて①治効を辛桂子し，アジノ．にふけ′ニ蘭三

十昔苦れ無糖産豆とか天空誉勲の保護与虻つ事ての論文発議：ごlなされそれぞれの辟黒点につレゝて

ブル・－ン王寸藻がもたれた。鉦も沖は寝走き，食事を共にして，大hに鼠際幾音をはかっ′た。

会長リセリア，ソリア・－ノ女史はフィリッピンの文部大臣である。彼女はアジア各区はイギリース，

アメリカの民族に包まり，スペイン語なまりの英語で，開会あいさつをした。各仕睾のか国なまり

の英語幸端午㌣された言上圭句にもイギリス代表の発音が一番開きとりにくかった。渾ところに1着

ごイヰリュ、では良し菊藩紹蘭身や身分の這い人ほど発音をドモルならわしがあわ，トモルほど多病

が真レユとのことてら．る。、従って流ちょうなアメリカ式の発音は，イギリスで姓卑しいということに

なるらしい。

樟封と下溝攻府の務まりはわたしたちの開きをナした英語である。r「ジィスイズ・‥バッド・」

かって甘木α領空による教育をうけた方凛であった。戟前の日本の英語教育がLfて）ばれる。・掃会悪

日，しの庫邸氏と台湾氏と且すぐ友達に凍れた。何か英語で話す気にもなれず，変を英会話よりも

ニッポ・ン語でとノ酌へ「スミマセンガ」と問hかけた。「ハイ，ナニカ」，韓国氏はとっさに答え，

御崎里をまりのニッポン語と英詰まじりで質問に応じてくれた。2，3年ぶりのニッポン語だとhっ

た。薄田での小学租時代の恩紙沸宮崎塵虻身とのことである。

「ヵンダ（東京魂沖田），フルホンヤ（古本屋）ワイマモアリマ・スカ」「オーイサン（大井次三

郎氏らシヨクブツ㌧′（揖物誌），アレハヨイデスネ。ダイカソミンコク（大館民周）デモ，シヨ

クブツホト・／トオジーシデス。ドゥシテモホシイ」。
1

帝国で融声物だ沌洋書：として，日本C大井次三郎氏の桓物語綾どの優れたものは夜hとのことで，

ぜひ今邑名古屋で請人して頼りたhとレ、う。

台湾氏はきれhなニッポン語である。棺き戟ノトキ，中学4年テンゲ」夜ど話ははずんだ。期間

中，直射瀬紘一折に，この二人の托／わにンド環メイ氏，香在氏，比国氏を加え衛へ案内した。

剣道の竹刀㍉諷是宣伝岩夫「テープンコ1－ダーコ中華ラジオカメラ，事新など思レ、思し1の日本み

やけを両手に租て最る。夕食盗接か良日豊に花がさく。・‥鼻っ虹しの強い香港氏，菜食主義者の

インド氏，剣道愛好家〇比a氏，仏教練のメイ氏，日本ひいきの台埼氏，宮崎弁の韓国氏…・・‥

仏教徒一つメイ氏蛇「ナマンダーーブ」と脊豊して食事をする。日本語の「夜むあみたぶつ」で，ま
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た「いただきます」にあたるらしい。 後援象牙で作った小さをホトケサマをじゅずつなぎ忙しで首

にかけている。「七九は何ですか。 アクセサリーー？それと舶用、意味かありますか」とたずねる。

「わたしの呂前で鯨丸がそれるように・‥とリピストルの末長柏してみせた0テロ活動の放しレ3

日内幅勢のようであった。 「トーキョーワ，アメリカトホトントオナシデスネ。 ココモジバカリ。

チューコクリョーリ（中華杵埋）ガヤタラニオーイ」。

避日，メイ氏姓「昨日媒どうもありがとう」とhh，買物の手伝hの礼を「オカケサマデ」と掌

えたてのニッポン語でhった。 外向人紅「蚊に過ぎた日のことはあまりhわなレ1と弼いたが，タイ

氏か仏教徒であるせいかと不思議でもあった。 一十万，わたしの全身域技の通訳も役立ったとみた。

目が余子つにつれ，日本人同志の日本語会話までおかしくなる、

ある夕食後，日本式の風呂の中で，比持氏（マニラ大学昆虫生態学教授）は力をこめて，しゃべ

りまくした。

「仁木は筑在る1にも・平ノ舘である－、学勘は自由であり，思想・言論の統制もない。 かつての

日本を忘れてはいをhか。 日本は自分の国のことだけ考えてレLる。 アジア識見の教育向上にトもっ

と努力して√‾・iLh。」

写本の英語べたの原軋1，日本が島国であることによれ外匠からむ侵略を免れた。 そのため

ト圭語たけで生活してき′ノ；二。それにくらべ，アジアのほとんどの回れ過去常に支配者の勘譜を強h

ら九，母国語が脊た7、かった′、わたしが日本人ならば，今回の会議はすべてニッポユ／語で進めただ

ろう。」わたし注，被の真幸背中を流してやることでこの境をのがれた。 ，が，心の中は複雑であっ

た。

茸′柊H。 約1七こ／チの厚さの資料で英語硝化不良症をかこす。 羞亨3回は197日年、已イロンで

載われ虻と．に決定ナる。日本代表の篠遠喜八氏の母音の強h英語のあhさつで，長かった国際会議

の幕を閉じる。納会後，あちこちで名刺交換をする人，サインを求める人，子供の写真を眺める女

．
史，記念据嘉する人hろhろである。 同行の埼玉鬼のK先生と英会話に関する一式を購入し，今日

より英会話に入門することを約束する。 例の韓包氏がつ‾ヵンミンコク，カタツムリオクリマス」と

新をたたhた。 カタツムリの学名を書いた名刺をあげて，送ってもらうようにたのむ。 メイ氏か

「ナマユ／ダープ」「オカグサマテ」と走。 ノてくる。かたく麗手して別れた。 その後11月に美しわ

女王の切手2枚仕った外且一郵政かとどレ、た。タイ氏からのもので，表紙と拗癖のみか英語による後

の著書である。敵生物学の制斗音であわがタイ訟はまったく読めない。 横の席のめったかさが伝わ

ってくる。仏放けよくわからをhが「ナマンダーブ」が理解できるようである。

「甲南生物」第3号、つ発刊おめでとう。 はじめてのローノクに火がともされてから3本目までう

けつがれたようです。ランナーによって灯の明りも違うようですが，顧問の先生，卒業生，在校生，

部員全点が灯を守る気持ちに変わりなhようです。 遠い扱方から明りを見守・。 ていきたhと思いま

ナ。（筆者は現在，鬼教育センター生物室功務。 もと甲南高校教諭）
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欝（1968毎度）
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1
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1

1

田庶子

原和代

井京子

村優子

川醇化子

（18名）

顧　　問　　平　　田　　　　浩

19　6　8　年活　掛状況

43台三

4月第1回採集……‥寺山

5月各自研究テ一一マ設定

及び開始

予算執行予定提出

7月佐多採集計画開始

及び打合せ

8月佐多採草盈行

9月　展示会準備

展示会

10月　部員再幕簾

11月　部課原稿参集

12月　部諸原稀〆切り

44毎

1月　「甲南生物」発行

部員は毎週金酵日全員集合　会合，乗験
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甲南生物は早くも石弓を至這刊し，高士して軽率長生の部員のプ了々が誓刊してこられた牢両生鵠せ

つづけて目すことに；：って告告こ恒LLh。 ，しかし苗の；号や五刊号の出目五月∫守成亘れて彙干」

したことに，叉部昌から点七日㌻∴∴沃上井のノ甘柄がかくれて出され71Cことなど：L炭舎でもったと想う。

そして今左甘、1左三宅の中に左耳了廿へ入っこひとつでこノTかレ、ことをやってやろうといづ人があくノせり

hlかったことにもなにかもけ高月なさを感じた。 声夜接の天守をことを皆忘れているかのニラで

、告三，。
勉強だけが全てではたく，某，グラブ苫蓑だけが圭て1・主なhということでこら芦。 とにかく

哀霜にばかりともっている人にもん1ら成睾（立上－，た人んF。 いハないと思う。 私たち比嘉佼生である以

上王． ：にか一つの勉強以外の何ものかに脊索針ぶっ待てもhhようを素がする。 変な託なしでしまで

たが，Lにつづく麓や1克行茄己がH多くメ、乱し，叉；甲西生物をつづけて4号5号と発刊し

てレたたたいこを憎。 （竹之内良）
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